若者就労支援ネットワーク

発表内容記入シート

	団体名
	（特非）いせコンビニネット

	発表者
	浦田　宗昭


	1.　どういった団体なのか（団体の概要）

	ITの普及活動を通じてのまちづくりを目的として200１年設立

現在では、ITに限らず、中間支援や就労支援など様々な分野を通じてのまちづくり活動を展開中

	2.　保有している資源（設備や人材、ノウハウ等、ハード・ソフト両面からご記入ください。）

	いせ市民活動センター指定管理者（4年間）、伊勢市障害児サマースクール事業受託（2年目）、三重県若年無業者就労体験事業（2年目）、いせ若者就業サポートステーション事業受託（1年目）

	3.　若者自立支援に関する取組内容、今後取り組める可能性のあること

	みえ若者就労支援ネットワークの充実

伊勢周辺地域就労支援ネットワークの充実

いせ若者就業サポートステーション事業の拡充（伊勢市との連携、三重県との連携）

→　就労訓練の場づくり模索（自主事業としての活動）

※畑での農業訓練、工場からの下請による就業訓練

	4.　他の団体にも参考となるような事例（うまく対応できたこと・対応が難しかったこと）

※　個人情報の保護に十分留意してください。

	★事例１　　Ｈ氏　24日間就労体験の実施　その後いせ市民活動センターに定期的に訪れる。その後週1回からのアルバイトから現在週4回のアルバイトに、正規雇用の声も掛かるが本人が断っている。

★事例２　　Ａ氏　いせ若者就業サポートステーションに来所、面接を繰り返して基本的な学力をつけることを決め学習プログラムの参加している。

★事例３　　Ｋ氏　いせ若者就業サポートステーションに来所、面接が2回。善意で受け入れている事業所に本人は通っていたが、保護者が拒否、面接もキャンセルすることとなる。

	5.　団体のこれまでの成果と今後の課題

	（1）これまでの成果

就労体験プログラム　　２４名の実施　　成果は別紙にて

いせ若者就業サポートステーション　　登録者　６２名　　内目標をクリアした方１０名

（2）今後の課題

保護者との課題　　本人が家から出ないひきこもりの場合：神経症などの症状が重篤な場合の保護者との関係構築　　→　　親の会の役割

	6.　その他

	別紙資料

· 就労体験事業の報告書から抜粋資料

· いせ若者就業サポートステーション資料（チラシ、リーフレット）

· 事例資料

· いせ若者就業サポートステーション成果資料


就労体験事業の報告書から抜粋資料１

参加者の傾向

	参加者の課題
	人数

	自我の未成熟
	1

	自閉傾向
	3

	神経症、神経症的な傾向
	11

	知的な課題、知的な課題があると考えられる
	5

	統合失調症、統合失調症の可能性がある
	4


[image: image1.emf]
①基礎的生活力　②基礎的社会適応能力　③基礎的社会適応能力　何らかの改善点が見られたかどうかを以下の表に整理した。

	基礎的生活力
	基礎的社会適応能力
	基礎的コミュニケーション能力

	18
	13
	15

	75%
	54%
	63%


[image: image2.emf]
就労体験事業の報告書から抜粋資料２

成長１－１：生活リズムの改善

	総人数
	改善が見られた
	改善が見られなかった

	24
	18
	6


[image: image3.emf]
成長１－２：生活リズムの安定化

	総数
	安定化が図れた
	安定化が図れなかった

	24
	16
	8


[image: image4.emf]
成長２：基本的なソーシャルスキル（挨拶ができる）
	総数
	もともと挨拶ができる
	ジョブコーチに挨拶ができるようになる
	誰にでも挨拶ができるようになる
	挨拶について改善が見られなかった

	24
	6
	7
	6
	5


[image: image5.emf]
就労体験事業の報告書から抜粋資料３

成長３－１：コミュニケーション能力（身近な人）

	総数
	もともとある程度の能力がある
	ジョブコーチに自分の言いたいことが言えるようになる
	改善が見られなかった

	24
	7
	15
	2


[image: image6.emf]
成長３－２：コミュニケーション能力(仲間同士）

	総数
	もともとある程度の能力がある
	仲間同士でいいたいことが言える
	改善が見られなかった

	24
	7
	11
	6


[image: image7.emf]
成長３－２：コミュニケーション能力（他者）

	総数
	もともとある程度の能力がある
	会社の人やお客さんにいうべきことが言える
	改善が見られなかった

	24
	7
	10
	7


[image: image8.emf]コミュニケーション能力(他者）
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就労体験事業の報告書から抜粋資料４

実施後の状況

	総数
	就業開始
	就業のための活動
	就業希望
	支援継続

	24
	2
	4
	6
	12
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事例資料１

★事例１　　Ｈ氏　24日間就労体験の実施　その後いせ市民活動センターに定期的に訪れる。その後週1回からのアルバイトから現在週4回のアルバイトに、正規雇用の声も掛かるが本人が断っている。

Ｈ氏（当時21歳　男性）

就労体験事業参加

平成19年10月16日開始

平成20年１月８日終了

合計24日間就労体験事業参加

平成20年１月～　　いせ市民活動センターへ定期的に通う

　　　　　　　　　掃除等の就労訓練

飲食店の就業を希望　　

※面接を数社受けるが、面接で断られるか採用が決定しても

数日で解雇されることを繰り返す。

　　　　　　　　　面談：最初は受け入れのカウンセリング

　　　　　　　　　　　　他者への批判を聞く（面接している店長に対する批判やお店の批判）

　　　　　　　　　　　　一時は就労意欲も低下する（一時就業活動もしなくなる）

　　　　　　　　　　　　立ち話による話の中で、自分に問題がないかを指摘

　　　　　　　　　　　　何かを気付き再度面談を受ける。

平成20年５月　　　現在勤める飲食店に勤める

　　　　　　　　　最初は周に1日程度

　　　　　　　　　徐々に出勤回数が増えて現在では週に４日間程度

　　　　　　　　　両親も喜んでいる

★事例２　　Ａ氏　いせ若者就業サポートステーションに来所、面接を繰り返して基本的な学力をつけることを決め学習プログラムの参加している。

Ａ氏（初診時２４歳　男性）

いせ若者就業サポートステーションへの相談（照会先：スタッフ）

平成20年6月～　　13回の面談（周2回程度）

カウンセリング記録から

初期の面談　　テーマ１：本人の理解促進と信頼関係の構築

テーマ２：面接による計画づくり

事例資料２

　　　週１回程度の就労訓練プログラムの開始

　　　　　　　段階的に回数を増やしていく

　　　　　　　さらに、基本的学習の積み残しがあることに気付き

　　　　　　　就労訓練を行うことと同時に学習プログラムを計画

　　　　　　　両親と計画について確認し、たいへん喜ばれた。

将来について

将来畑仕事などをする訓練場所を作る方向で計画中

将来は畑仕事などの訓練を通じ自立見向けた支援を検討中

両親も是非そうしてほしいと言っている。

★事例３　　Ｋ氏　いせ若者就業サポートステーションに来所、面接が2回。善意で受け入れている事業所に本人は通っていたが、保護者が拒否、面接もキャンセルすることとなる。

Ｋ氏（初診時２４歳　女性）

平成２０年９月～　　面談２回で終了

第１回面接　　　母親と本人の面接

　　　　　　　　状況の理解

ある店舗で受け入れてもらっている。就業は無理。人の何倍も時間がかかって仕事を行う。

その店舗の方の善意で預かってもらっている。わずかだがお金ももらっている。

第２回面接　　　本人との面接

　　　　　　　　テーマ：信頼関係の構築＆支援計画を作る

受け入れ先の店舗での様子などを話す。本人との信頼関係の構築を図る

保護者とも面談を行い支援計画について話す予定

突然であったが、受け入れ先店舗にもう行かないと保護者から連絡が入る。

課題　　保護者との信頼関係の構築　　→　本人が登場しないケース

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本人が登場しても権利が与えられないケース
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